
令和元年度 第２回 平群町地域公共交通会議 議事次第 

 

日時：令和２年３月１３日（金）１４：００～  

場所：平群町役場 第５会議室     

 

１ 開会 

 

２ 事業報告 

１．令和元年度第１回平群町地域公共交通会議 議事要旨 

【資料－１（Ｐ１－７）参照】 

２．コミュニティバスの令和２年２月末利用実績報告 

【資料－２（Ｐ８－２０）参照】 

３．公共交通イベント実施報告 

【資料－３（Ｐ２１）参照】 

４．視察研修報告（奈良県大淀町・三重県玉城町） 

【資料－４（Ｐ２２－２８）参照】 

 

３ 議事 

議案第１号 令和２年度事業計画（案） 

【資料－５（Ｐ２９）参照】 

議案第２号 令和２年度予算（案） 

【資料－６（Ｐ３０）参照】 

議案第３号 新たな交通手段の導入検討アンケート調査実施について 

【資料－７参照】 

 

４ その他 

 
 
 
 
 

【配付資料】 

資料－１： 令和元年度 第１回平群町地域公共交通会議 議事要旨 

資料－２： 令和２年２月末コミュニティバス利用実績 

資料－３： 公共交通イベント実施報告 

資料－４： 視察研修報告（奈良県大淀町・三重県玉城町） 

資料－５： 令和２年度事業計画（案） 

資料－６： 令和２年度予算（案） 

資料－７： 新たな交通手段導入検討のためのアンケート調査票（案） 
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日 時：令和元年６月２４日（月）１４：００～ 

場 所：商工会館 ２階会議室 

出席者：１８名 

 

 

１ 開会 

２ 議事 

議案第１号 平成３０年度 事業報告 

１．平成３０年度第１回平群町地域公共交通会議 議事要旨 

２．コミュニティバスの平成３０年度利用実績報告 

３．公共交通イベント実施報告 

４．コミュニティバス利用者ヒアリング調査実施報告 

５．視察研修報告（和歌山県みなべ町・滋賀県高島市） 

議案第２号 平成３０年度 平群町地域公共交通会議 収支決算報告 

議案第３号 令和元年度事業計画（案） 

議案第４号 令和元年度予算（案） 

議案第５号 コミュニティバス１ヶ月フリー乗車券廃止について 

 

３ その他 

 

 

【配付資料】 

資料－１： 平成３０年度事業報告 

資料－２： 平成３０年度 第１回平群町地域公共交通会議 議事要旨 

資料－３： 平成３０年度コミュニティバス利用実績（Ｈ３０年度実績） 

資料－４： 公共交通イベント実施報告 

資料－５： 利用者ヒアリング調査実施報告 

資料－６： 視察研修報告（和歌山県みなべ町・滋賀県高島市） 

資料－７： 平成３０年度平群町地域公共交通会議 収支決算書 

資料－８： 令和元年度事業計画（案） 

資料－９： 令和元年度予算（案） 

資料－10： コミュニティバス１ヶ月フリー乗車券廃止について 

 

 

  

令和元年度 第１回平群町地域公共交通会議 議事要旨 

資料－１ 
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【議事内容】 

１ 開会 

《会長挨拶》 

会 長：令和元年度の第１回平群町地域公共交通会議の開催に当たりまして、一言ごあいさつ申し上

げます。 

平群町の公共交通といたしましては、鉄道では近鉄生駒線の４駅があり、エヌシーバスの路

線バス、タクシー事業者の運行、平群町コミュニティバスの運行、福祉関係では福祉タクシ

ー利用券の助成、社会福祉協議会によります福祉有償運送事業を実施しております。 

平群町は高齢化率が高い地域であります。また、昨今、高齢者の交通事故の多発などにより

免許返納者が増えています。高齢者の移動手段のひとつとして公共交通の利用促進を図って

いるところです。 

委員の皆様方のご指導、ご協力のもと、地域の方々が安心して暮らせる活力あるまちづくり

を進めるとともに、今後も持続可能な公共交通の確保を推進していきたいと考えておりま

す。本日の会議、よろしくお願い致します。 

 

２ 議事 

○議案第１号 平成３０年度 事業報告 

１．平成３０年度第１回平群町地域公共交通会議 議事要旨 

○事務局より「資料－２」の説明 

 

２．コミュニティバスの平成 30 年度利用実績報告 

○事務局より「資料－３」の説明 

議 長：今年度より２ルートになり、目標数には少し足りなかったけれど、最低需要基準は上回っ

たということで、できるだけ目標数に達するように今後とも努力をお願いしたい。 

３．公共交通イベント実施報告 

○事務局より「資料－４」の説明 

県タクシー協会：通常のときと無料期間が終わった後、利用がふえているのか、そういう統計的な

ものはとっておられないのですか。 

事務局：無料乗車以降ですが、毎月の乗車の推移は見ています。このとき同時にアンケートをとっ

ていまして、それを反映させながらと思っていますが、いまのところ特段、ここをもう少

し改善ということは事務局としてできていないのが現状です。 

県タクシー協会：利用促進が重要だと思います。その後にどれだけふえているのかを検証していた

だいたら、そのためにはどうすべきかが出てくると思います。今後、そういうところも含

めてご検討いただきたいと思います。 
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４．コミュニティバス利用者ヒアリング調査実施報告 

○事務局より「資料－５」の説明 

長寿会：このなかで、高齢者運転免許証返納者へコミュニティバス回数券補助を実施しているのを

知っているかとの質問に対して、66.1％が知らなかった。運転免許証返納に踏み切った人

はかなりの決断をもって返納しておられるのだと思うのですが、町では運転免許証を返納

した人にコミュニティバスを利用してもらうようなアピールはしていますか。 

事務局：町から運転免許証返納の方へのお知らせは、平成２８年４月の広報で１回させていただ

き、その後も２回周知させていただきました。昨年は広報などでお知らせしていないの

で、もう一度、広報などでやりたいと考えております。 

長寿会：高齢者がどんどんふえていきますし、高齢者に危ない運転をしてもらわないためにも返納

を進めないといけない時代に入っている。そういう人たちには 100％知ってもらわないと

いけない。広報に載せるのは紙に書いただけだと思うので、視覚と聴覚の両方に訴えるよ

うな方法を考えていただければありがたい。 

県タクシー協会：ダイヤ編成とか便数とか、そういうことについて、今後、この協議会の場で議論

するというお考えがあるのですか。 

事務局：いまのダイヤは平成３０年度から運行しており、２年間、検証していこうと考えておりま

す。３０年度と令和元年度の２年間の数値を出した上で、令和２年度に結果を議論して、

ルートやダイヤを変更するのかどうかということも含めて、変更するのであれば令和３年

度から行いたいと考えております。 

議 長：ヒアリングをして、「『要望・改善』意見」等でかなり意見を出していただいておりま

す。可能か不可能かはわかりませんが、できるだけ住民に則した形で運行ダイヤを考えて

ほしいと思います。 

 

５．視察研修報告（和歌山県みなべ町・滋賀県高島市） 

○事務局より「資料－６」の説明 

長寿会：先進地視察はいつも同じ人が行っていますが、例えば我々委員を参加させるというような

お考えはありますか。 

事務局：平成３０年度までは事務局が行かせていただいていたのですが、今年度は２回程度計画も

ありますので、どちらか１回は委員の皆様にお声をかけさせていただきたいので、ご検討

をお願いします。 

 

議 長：議案第１号、１番から５番について承認される方は拍手をお願いしたい。 

（ 拍手する者 多数 ） 

議 長：議案第１号承認されました。 
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○議案第２号 平成３０年度平群町地域公共交通会議 収支決算報告 

○事務局より「資料－７」の説明 

議 長：拍手で承認をお願いしたい。 

（ 拍手する者 多数 ） 

議 長：議案第２号承認されました。 

 

○議案第３号 令和元年度事業計画（案） 

○事務局より「資料－８」の説明 

議 長：「公共交通イベント実施・無料乗車日設定予定」が１１月になっております。「公共交通

イベント」ほかに何かイベントを開催する予定はありますか。 

事務局：いまのところございません。 

議 長：拍手で承認をお願いしたい。 

（ 拍手する者 多数 ） 

議 長：議案第３号承認されました。 

 

○議案第４号 令和元年度予算（案） 

○事務局より「資料－９」の説明 

議 長：拍手で承認をお願いしたい。 

（ 拍手する者 多数 ） 

議 長：議案第４号承認されました。 

 

○議案第５号 コミュニティバス１ヶ月フリー乗車券廃止について 

○事務局より「資料－10」の説明 

長寿会：いまのところ利用がないのですね。ないのだったら当然、廃止しないといけないです。 

議 長：拍手で承認をお願いしたい。 

（ 拍手する者 多数 ） 

議 長：議案第５号承認されました。 

 

３ その他 

事務局：平群町地域公共交通会議設置要綱では任期が２年間となっております。平成３０年度から

令和元年度の任期ということで、会議構成メンバーについてもこちらから指定させていた

だいている皆様もおられるということで、その都度、確認させていただきたいと考えてお

ります。 

また、奈良運輸支局にご意見を伺いたいのですが、平群町で課題となっていますデマンド

タクシーの導入について、いろいろ意見をいただいているところです。デマンド交通を導

入する場合の条件はいろいろなパターンがあるかと思いますが、平群町でワンボックスカ

ーを購入して白ナンバーで無料運行することについて、どのような見解を持たれているの

でしょうか。 

平成31（令和１）年度 第２回地域公共交通会議



- 5 - 

奈良運輸支局：国土交通省のガイドラインでは、地域公共交通会議は、地域の実情に応じた適切な

乗合運行の対応等、運賃、料金等に関する事項、自家用有償旅客運送の必要性などに関し

て、必要となる事項を協議するために設置されるとなっております。自家用有償旅客運送

の運用に関しては、まず既存のバス、タクシーといった交通事業者の活用を十分に検討す

る必要があると示されています。 

事務局：運行事業者に委託する形でも変わりはないのでしょうか。 

奈良運輸支局：デマンド導入地域は、ほとんどが公共交通の利用者が少なくなってきた地域で、運

行効率化のために導入されているケースが多くあります。 

導入地域につきましては、既存のバス、タクシー路線や区域で競合しないところ、拠点整

備をしてから導入等を検討いただいたほうがいいと話をしております。 

新たなサービスを導入すると、すでに交通サービスを提供されているバス、タクシー会社

の衰退につながりかねません。町全体の交通ネットワークのあり方について十分にご検討

していただく必要があると考えております。 

事務局：本町もエヌシーバス路線、コミュニティバス路線、タクシー事業者も運行していますの

で、そのへんに影響を与えない中でどのようなことができるかを考えていきたいと思いま

す。 

あと、タクシー協会にお聞きしたいのですが、最近、住民から「タクシーが来ない」とい

うお電話が多くなり、何か原因があるのであれば教えていただきたいのですが。 

県タクシー協会：まず、平群町内にタクシー事業者がいないということがあります。 

もう一つは、事業区域、営業区域があり、平群町は生駒の営業区域に入っています。基本

的には、王寺に営業所を構えている事業者が平群町に来て、王寺でない生駒に行くとか平

群町の中を回るのは法的にできません。こちらでタクシーを呼んでいただく場合は生駒交

通、近鉄、飛鳥など生駒郡エリアの事業者にかけてもらわざるを得ないのです。距離的に

は王寺が近いという気もしますが、対応ができていません。 

近鉄タクシー：斑鳩町の法隆寺前に営業所を構えておりましたが、６月３日に廃止し、現在は生駒

駅前にある生駒営業所、大和郡山も生駒交通圏になり、法律上、そのどちらかから迎えに

あがることになっております。お電話をいただきましても「ちょっと時間がかかります」

という案内になり、「それなら他社さんに」というのが当社の現状になっております。 

議 長：昔は平群駅でタクシーが待機されていたがいまはないです。全国的にタクシードライバー

不足、高齢化問題で運行できないと聞いていますが、奈良県でも同じですか。 

近鉄タクシー：当社に限らず、ほかの会社でも高齢化、人手不足となっており、タクシー車両はあ

るが、人がいないので動かせないという状況は全国的に起こっています。 

タクシーの電話受付は朝６時から深夜の２時までにしております。特に早朝は早い者勝ち

となってしまい、限られた台数ですので、行けるときはお受けしますが、お断りしている

場合も多いかと思います。 

県タクシー協会：政府の「働き方改革」で、各事業者もドライバーが長時間労働にならないように

工夫しながらやっています。利用される方にはご迷惑な部分も多々ありますが、そういう
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時代の流れ、人手不足もあります。各事業者も努力しながら、少しでも利用者の方の不便

がないようにやっておりますのでご理解いただければありがたいと思います。 

長寿会：合理化や人手不足に対応するために、数の少ないところに配置されるのはいいことだと思

います。同時に垣根も取り払って、公共交通であっても利用者がちゃんと利用できるよう

に、それなりの交通網なりデリバリーを考えるのは当然だと思いますが。 

県タクシー協会：おっしゃっている意味は十分にわかります。時間帯を含めて利用者が利用しやす

いようにすべきなのですが、現状では事業者は人的なものも含めて、厳しい状況の中でや

っています。いまの現状ではご要望に応えるまでにはなっていませんが、だからといって

事業者はしなくてもいいという考えでいるわけではないということをご理解いただければ

と思います。 

長寿会：生駒で対応できなければ、王寺で行ったほうが本当は近いわけです。そこの区域の修正を

やるということをお考えにならないのですか。 

県タクシー協会：区域はおっしゃるとおりだと思います。そこは、業界だけでどうこうというもの

ではありませんので、国の施策などもありますので、行政に対しては、そういう利用者の

方の利便を考えて、今後、要望していかないといけないと考えております。 

ボランティア：ルート改善のところで、３人の方から若葉台のほうにも乗り入れるバスがほしいと

いう要望があります。中間から上のところはバスが走っていません。 

バスルートの変更を希望する場合、自治会が検討したら町のほうに申請して言っていただ

けるということになるのですか。 

また、近鉄電車が１５分か２０分に１本に変わられたが、それに伴って平群駅のところに

着いたとたんにエヌシーバスが出るということに関して、皆さん、かなりおっしゃってい

ます。この中で、そのあたりの検討をぜひともしていただきたいと思います。 

エヌシーバス：若葉台ですが、現在、ほとんどご利用がございません。ここの路線は年間数千万円

の赤字です。住民の皆様方の貴重な移動手段を確保していかないといけないという中で、

コミュニティバスも含め、町と路線維持について協議をさせていただいています。便数維

持にも努めているのですが、近大線はお客様にそこそこ乗っていただいていますが、平群

住宅線では１便平均６名ぐらいのご乗車しかないのが現状です。自助努力の中でそれをす

るというのはなかなか難しい状況にあるのが現実です。 

自治会の方も含めて、もう少し利用促進をしていただければと思います。 

ボランティア：また自治会のほうで話し合いをさせていただきます。 

エヌシーバス：電車の接続は、近鉄ダイヤ改正の時期に、到着予定時間を私どもは聞きます。それ

に合わせた乗り継ぎにするのですが、近鉄電車が遅れると、駅員の方から知らせていただ

かない限りわからない。乗務員も自分の持ちダイヤが決まっていますし、労働時間の問題

もあります。そのあたりは近鉄とうちのほうでダイヤ改正のときにお話があるのか、うち

からの提案になるのかわかりませんが、町も入っていただいて声をあげていただいたらと

思っています。 

事務局：若葉台の場合、平成１７、１８年当時、自治会と協議して上と下を分けたような形でやる

のも一つの方法ということで合意をもらい、路線を変更したという経緯もございます。 
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緑ヶ丘についても、利便性を考えて、地元とエヌシーバスが協議した上で東山へ行くルー

トになりました。椿台の中へ入るという話もありましたが、反対意見もあり、昔のままの

ルートで走っています。 

地域から要望が上がってきたら、町は伝えて協議はしますけれども、民間企業ですので、

採算というのは大きく影響してくるところではないかと思います。 

６月議会でも路線バスについての意見がかなりあり、菊美台の子どもが平群北小学校に通

う場合、乗り換えをせずに行けないかというご意見をいただいております。きちっと文書

が上がってきたら、エヌシーバスとも協議をさせていただきたいと考えております。 

信貴山の子どもが平群南小学校に行く場合も、通学の時間帯が合わないので何とかできな

いかと要望が出ています。奈良交通の路線になると聞いていますが、改善できないもの

か、教育委員会とともに協議していきたいと思います。今日はそういう要望があるという

ことのご紹介だけをさせていただきます。 

 

以 上  
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利用者数（人） H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

西山間ルート 11,707 11,036 11,285 11,167 10,893 10,566 11,616 13,465 13,998 14,760 12,329 10,297 8,945 9,584 ※9,211

南北循環ルート 9,865 9,849 12,147 14,235 14,749 13,981 13,914 15,581 14,864 14,675 18,241 17,847 15,626 11,179 ※11,267

合　計 21,572 20,885 23,432 25,402 25,642 24,547 25,530 29,046 28,862 29,435 30,570 28,144 24,571 20,763 ※20,478

西山間ルート目標値 14,300 14,600 14,900 15,200 9,840 9,840

南北循環ルート目標値 29,300 31,300 33,400 35,400 12,160 12,160

 

 

１．利用状況の年度推移 

平成 17 年度から令和元年度までのコミュニティバスの利用状況の推移を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【西山間ルート】 

・平成 26 年度をピークに平成 29 年度まで減少が続いていたが、平成 30 年度のルート変更

により増加に転じ、新目標値 9,840 人に対して、平成 30 年度の利用者数は約 9,600 人と

なったが、令和元年度の利用者数予測は約 9,200 人と、やや減少傾向となっている。 

【南北循環ルート】 

・平成 27 年度より利用者数が減少しており、平成 30 年度の利用者数は約 11,180 人となっ

ている。令和元年度の利用者数予測では若干増加しており、新目標値の 12,160 人に近く

なっている。 

単位：人 

資料－２ 

コミュニティバス利用状況（令和２年２月末現在） 

※予測値 

平成31（令和１）年度 第２回地域公共交通会議



 - 9 -  

利用者数（人） 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均値

西山間ルート（27年度） 1,212 1,089 1,240 1,080 654 1,135 1,159 1,092 1,061 740 939 928 1,027

西山間ルート（28年度） 962 999 984 786 591 860 990 937 743 661 899 885 858

西山間ルート（29年度） 731 808 842 660 550 783 812 861 716 630 674 878 745

西山間ルート（30年度） 812 816 862 784 606 689 958 1,001 788 718 737 813 799

西山間ルート（R1年度） 752 791 867 924 657 793 824 912 697 598 629 768

中央循環ルート（27年度） 1,490 1,373 1,705 1,751 1,287 1,621 1,767 1,501 1,616 1,230 1,464 1,436 1,520

中央循環ルート（28年度） 1,341 1,500 1,665 1,591 1,443 1,556 1,746 1,531 1,293 1,151 1,699 1,331 1,487

中央循環ルート（29年度） 1,146 1,270 1,515 1,359 1,363 1,322 1,433 1,447 1,231 1,039 1,148 1,353 1,302

南北循環ルート（30年度） 934 980 1,004 1,017 993 832 1,141 1,075 812 767 771 853 932

南北循環ルート（R1年度） 886 885 916 1,065 872 992 965 1,064 947 880 856 939

２．月別利用状況の年度推移 

月別利用状況について平成 27 年度～令和 2年 2月までの年度別の利用状況比較を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【西山間ルート】   ・夏期、冬期に減少する傾向は変わらない。 

【南北循環ルート】 ・平成 27 年度～平成 29 年度の傾向はだいたい変わらない。 

・平成 30 年度以降は利用者数が全体的に減少している。 
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

20 19 20 22 21 19 21 20 20 19 18

西山間ルート 752 791 867 924 657 793 824 912 697 598 629 768

南北循環ルート 886 885 916 1,065 872 992 965 1,064 947 880 856 939

合計 1,638 1,676 1,783 1,989 1,529 1,785 1,789 1,976 1,644 1,478 1,485 1,707

西山間ルート 37.6 41.6 43.4 42.0 31.3 41.7 39.2 45.6 34.9 31.5 34.9 38.5

南北循環ルート 44.3 46.6 45.8 48.4 41.5 52.2 46.0 53.2 47.4 46.3 47.6 47.2

西山間ルート 3.8 4.2 4.3 4.2 3.1 4.2 3.9 4.6 3.5 3.1 3.5 3.9

南北循環ルート 6.3 6.7 6.5 6.9 5.9 7.5 6.6 7.6 6.8 6.6 6.8 6.7

利用者数（人） 月平均

（H31.4-

R2.2）運行日数（平日）

各

月

計

日

平

均

便

平

均

３．令和元年度の利用者数の推移 

令和２年２月までの月別利用者数の推移を以下に示す。 

■月別利用者数の推移 
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【西山間ルート】【南北循環ルート】ともに８月と１月に利用者数が落ち込む。 

平成31（令和１）年度 第２回地域公共交通会議



 - 12 -  

４．令和元年度の西山間ルートの利用状況 

４．１ 月別の利用者数の推移 

令和２年２月までの西山間ルートの月別利用者数を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．２ 1 日あたり／１便あたりの利用者数の推移 

令和２年２月までの１日当たり及び１便あたりの利用者数を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１日１０便運行 

・西山間ルートの月平均、日、便当たりの利用者数（令和２年２月現在） 

■月間平均利用者数    ：768 人／月 

■１日当たり平均利用者数 ：38.5 人／日 

■１便当たり平均利用者数 ：3.9 人／便 
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４．３ 便別の利用状況 

令和２年２月までの便別の利用者数を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【全体】 

・月平均の利用者数は第 1 便（202 人）が最も多く、次いで第 2 便（128 人）、第 3 便（125

人）の順であり、最も少ないのは第 7便（12 人）となっている。 

【通学時間帯以外】 

・月平均の利用者数は第 2便（128 人）、第 3便（125 人）、第 6便（113 人）の順であり、最

も少ないのは第 7便（12 人）となっている。 
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４．４ 停留所別の利用状況 

令和２年２月までの１日当たりの停留所別利用者数を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・西山間地域からの目的地としては、「平群駅」（14.7 人）が最も多く、次いで「中央公民

館前」（10.6 人）、「東山駅」（6.2 人）の順である。 

・西山間地域では「久安寺北垣内入口」（4.8 人）が最も多く、次いで、「信貴畑集落センタ

ー」（4.2 人）「緑ヶ丘大谷公園北」（3.4 人）順となっている。 
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５．令和元年度の南北循環ルートの利用状況 

５．１ 月別の利用者数の推移 

令和２年２月までの南北循環ルートの月別利用者数を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．２ 1 日あたり／１便あたりの利用者数の推移 

令和２年２月までの南北循環ルートの１日当たり及び１便あたりの利用者数を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１日７便運行 

・南北循環ルートの月平均、日、便当たりの利用者数（令和２年２月現在） 

■月間平均利用者数    ：939 人／月 

■１日当たり平均利用者数 ：47.2 人／日 

■１便当たり平均利用者数 ：6.7 人／便 
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５．３ 便別の利用状況 

令和２年２月までの便別の利用者数を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【南北循環ルート】 

・月平均利用者は第 3便（212 人）が最も多く、次いで第 4便（202 人）、第 2便（131 人）

第 5便（124 人）の順となっている。最も少ないのは、第 6便（79 人）となっている。 
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５．４ 停留所別の利用状況 

令和２年２月までの１日当たりの停留所別利用者数を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・中央循環地域からの目的地としては、「平群駅」（11.5 人）が最も多く、次いで「老人福

祉センター前」（8.4 人）、「ザ・ビッグエクストラ平群店」（6.9 人）の順となっている。 

・中央循環地域では、「椿井交差点南」（7.8 人）、「春日丘中五条通北」（4.4 人）の順となっ

ている。また、「椹原」（4.9 人）となっている。 
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６．停留所別 年度別の利用比較 

６．１ 西山間ルート 

平成 29 年度～令和元年度の各停留所の年度別の利用状況を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

H29.4 より新設 

H30.4 より停車 

H29.4 より停車 
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６．２ 南北循環ルート 

平成 29 年度～令和元年度の各停留所の年度別の利用状況を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

H29.4 より新設 
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７．停留所別の利用比較 

平成 27 年４月～令和２年２月までの各停留所別の全ルート合計の利用状況を以下に示す。 
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公共交通イベントとして、「無料乗車」を実施した。 

 

１.実施日 

・令和元年１１月１８日（月） ～ １１月２２日（金） ５日間 

 

 

２.効果検証 

無料乗車日以外と比較して、西山間ルート７０人増、南北循環ルート８７人増、計１５７人増と

なっている。 

 

表 無料乗車期間利用者数（単位：人） 

※通常期間の利用者数は 11 月の各曜日の平均値  

 

 

 月 火 水 木 金 合計 

西山間 

ルート 

通常期間※ 36 48 40 36 48 208 

無料期間 39 62 62 54 61 278 

無料乗車日との比較 3 14 22 18 13 70 

南北循環 

ルート 

通常期間※ 49 49 46 47 53 244 

無料期間 62 68 59 60 82 331 

無料乗車日との比較 13 19 13 13 29 87 

合 計 

通常期間※ 85 97 86 83 101 452 

無料期間 101 130 121 114 143 609 

無料乗車日との比較 16 33 35 31 42 157 

資料－３ 

公 共 交 通 イ ベ ン ト 実 施 報 告 
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視察報告 

 

視 察 日 令和元年８月８日（水） 

参 加 者 西脇会長、下中副会長、北野委員(奥村委員代理)、岡田委員、岡委員、山田委員 

内藤委員(霜永委員代理)、事務局３名 

視 察 先 奈良県大淀町（人口：17,502人、面積：31.1km2） 

岡下町長、中村副町長、岡田総務部長、山中住民福祉部長 

担当課：総務部企画政策課：志水係長、友山氏 

視察目的 路線バス、コミュニティバス、デマンド型交通を運行している自治体の現状を把握することで、

平群町での運行計画検討の参考とするため。 

大淀町公共交通の概要 

(1)鉄道：近鉄吉野線（薬水駅、大阿太駅、福神駅、下市口駅、越部駅、六田駅） 

     特急停車駅：福神駅、下市口駅、六田駅 

(2)路線バス：大淀バスセンターを結節点として奈良交通４路線（大和八木駅～天川村方面）と南部連携コミュ

ニティバス(福神駅～下北山村)の計５路線が運行。 

(3)町コミュニティバス運行経緯 

・平成１４年度から町福祉バス(運賃無料)で運行、平成２３年の南奈良総合医療センター建設位置決定、奈良

交通からの路線バスの大幅見直し協議申し入れ及び福祉バスの課題等から平成２６年度見直しを開始した。 

・平成２８年度より利用者の多い停留所を対象としたコミュニティバスと利用者の少ない停留所を対象にデマ

ンド型乗合タクシーを運行開始した。平成２８年度の実証運行、平成２９年度より本格運行とした。 

(4)コミュニティバス(よどりバス：定時定路線、有償運行、小型バス３台)：２路線(幹線ルート、巡回ルート) 

料 金 ：１人１乗車100円 

小学生以下は無料、障碍者手帳・療育手帳・精神障碍者保健福祉手帳所持の方は無料 

運行日 ：月曜日から土曜日（日曜、年末年始は運休） 

運行時間：午前６時３０分から午後７時２０分ごろまで 

幹線ルート（福神駅～町中心部～大和上市駅）：５往復（片道１時間程度） 

巡回ルート（大淀町役場～北野台団地）：６往復（片道１時間程度） 

(5)デマンド型乗合タクシー(よどりタクシー：セダン型) 

運行区域：町内全域 

運行エリア：２エリア（西部・東部）、原則エリアを越えての移動はできない。 

料 金 ：１人１乗車200円 

小学生以下は無料、障碍者手帳・療育手帳・精神障碍者保健福祉手帳所持の方は無料 

運行日 ：月曜日から土曜日（日曜、年末年始は運休） 

運行時間：午前８時から午後５時 

利用者対象：大淀町在住で利用登録済みの方 

乗降場所 ：「よどりタクシー乗降場所」のサインがあるところ 

予約受付 ：予約受付時間：午前８時から午後５時まで 

利用日の１週間前から予約可能 

午前中（午前８時～正午）利用：利用日の前日までに予約 

午後中（午後１時～午後５時）利用：利用の１時間前までに予約 

１人につき、最大で６件まで予約可能 

(6)町内タクシー会社：４社（大淀タクシー、千石タクシー、近鉄タクシー、吉野口タクシー） 

大淀町公共交通の現状 

(1)利用状況 

・福祉バス(平成27年度)と比較して利用者数は約８割で、コミュニティバスが年間約43,000人～45,000人、

デマンド乗合タクシーが年間3,000人～5,000人程度。 

・利用者の大半は高齢者、買い物や通院目的が非常に多い。 

(2)その他の取り組み 

・奈良交通路線バス、南部連携コミュニティバス利用での町内移動に大淀町特別乗車券(大人100円)を発行し

ている。（よどりバス及びよどりタクシーの補完目的） 

視 察 研 修 報 告 

資料－４ 
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質疑応答 

Ｑ：福祉バスから現在の運行形態への変更は住民、行政、どちらからの発案ですか？ 

Ａ：平成２３年度の南奈良総合医療センターの設置位置決定と町立大淀病院の廃院決定により、南奈良総合医

療センターへの交通アクセスの確保と福祉バスの利用状況などの課題から行政からの発信で、その時に交

通会議も設立しました。 

Ｑ：デマンド型運行決定に対し、ドアツードアの意見はありませんでしたか。 

Ａ：当時もいまもドアツードアの意見はあります。本町の地形条件、アップダウンがあることや障害等のこと

から当時よりもいまの方が意見は多いです。 

Ｑ：ドアツードアの要請件数、コミバスとタクシーの差額等、財政負担を教えていただけないでしょうか。 

Ａ：ドアツードアの要請件数は年々増加しています。どこの自治体でも同じ課題と認識しています。 

  交通政策面からは町内にタクシー会社が４社あり、ドアツードア化についてはタクシー事業者から交通会

議の場でバランスを考えと欲しいと当時意見が出されました。 

  福祉的視点も必要との認識はしていますが、民間事業者の消滅は町としては求めていません。 

Ｑ：交通政策としてはドアツードアが無いことはよくわかりました。 

  福祉の視点だともわかりました。交通体制の維持は民間の努力と町の財政支援が必要と考えていますか。 

Ａ：本町も高齢化が進んでいますが、開発された住宅団地の高齢化が今後、深刻になると思っています。 

  その対応と高齢者の交通事故対策への対応をキックオフしました。 

  交通政策とは別の施策を考えないといけないと思っています。 

Ｑ：行政事業でなく、第三の交通体系として福祉ボランティア的な高齢者相互支援事業を、ほぼ無料で考えて

います。このへんの検討はしていますか。 

Ａ：住民ボランティアは施策としてあるので考えていかないといけない。 

  本町内でも考えている地区はあります。実施にあたっての課題として、法的制限とリスク対策があると思

います。住民主体、行政主体の役割については考えていかないといけない。 

Ｑ：よどりバスの学生利用はありますか。 

Ａ：帰宅時に町内最大規模の北野台団地に近鉄駅からの利用が１日数名あります。帰りの登り坂がきつい。 

  運行ダイヤ自体が通学時間帯ではないので、登校時の利用は無いと思います。 

Ｑ：小学校のスクールバス運行はありますか。 

Ａ：２校でスクールバスを専属で運行しています。 

Ｑ：よどりタクシーの委託経費は借上げですか、実走距離精算ですか。 

Ａ：エリア毎に１台と予備車を確保するように事業者と契約しています。１台に対する借上げ契約です。 

Ｑ：民間路線バスの奈良交通への負担はありますか。 

Ａ：奈良交通の路線赤字負担はしています。 

  コミュニティバスとデマンドタクシーの運行に対し、フィーダー系統として国庫補助をいただいています

が、その許可条件として奈良交通の路線維持が必要となっていることから、路線赤字負担をしています。 

Ｑ：デマンドタクシーがエリア毎に１台運行で足りていますか。 

Ａ：いまのところ足りています。 

Ｑ：デマンドシステムとして「コンビニクル」をタクシー事業者に導入されていますが、住民から役場への問

い合わせはありませんか。また導入までの苦労があれば教えてください。 

Ａ：導入時には大変苦労したと思います。 

  コミバスは増減が無いのに、デマンドタクシーの利用者が１年目から２年目で２割増加したのは、利用の

仕方がわからなかったからです。利用の仕方についての問い合わせは、いまでもあります。 

Ｑ：利用者登録では業務量が増加しますか。 

Ａ：「コンビニクル」の登録に時間はかかりません。 

  予約受付、経路設定は事業者で対応していますが、負担は無いと聞いています。 

Ｑ：福祉バスからコミバスとデマンドタクシーに分離して空車状態は減少しましたか。 

Ａ：以前に比べれば減少したと思います。コミバスルート設定時に利用の多い施設、買い物、通院、スポーツ

ジムを短絡的に繋ぎました。デマンドは元々利用者の少ない地区を選定しています。 

  デマンドタクシーは乗合率の向上が一つの課題となっています。 

Ｑ：デマンドタクシー利用者の固定化はありますか。 

Ａ：固定化が顕在化しつつあります。                            以 上  
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視察状況写真 

■参加委員                    ■協議状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■路線バス（奈良交通・バスセンター）       ■よどりバス・よどりタクシー停留所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■コミュニティバス（よどりバス）        ■デマンド型乗合タクシー（よどりタクシー） 
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視 察 日 令和２年２月７日（金） 

参 加 者 西脇会長、下中副会長、岡田委員、岡委員、赤松委員、山田委員、中森委員、吉岡委員 

事務局３名 

視 察 先 三重県玉城町（人口：15,498人、世帯数：5,773世帯、高齢化率：26.9％、面積：40.91km2） 

H31.3末現在 

担当：社会福祉課長兼社会福祉協議会事務局長 

視察目的 デマンド型交通を運行している自治体の現状を把握することで、平群町での運行計画検討の参考

とするため。 

玉城町公共交通の概要 

１．鉄道：ＪＲ参宮線（田丸駅） 

２．路線バス：三重交通（伊勢市駅～玉城町役場前の１ルート） 

３．町内タクシー会社：２社（田丸タクシー、福祉タクシーやまや） 

４．玉城町元気バス概要： 

(1)運行経緯 

・Ｈ８ 民間路線バスの大幅縮小（３ルートから１ルートに） 

・Ｈ９ 29人乗りのマイクロバス２台で無料のコミュニティバス運行開始 

・「からバス・空気バス」の状態、サービス向上・予算抑制の問題発生 

・Ｈ21～Ｈ22 「三重県ふるさと雇用再生特別基金事業市町等補助金」の交付により、東京大学の研究と連携

してデマンド運行（無料）を開始 

・補助総額は4,000万円程度（バス及びＰＣリース代、予約受付員費、車載器及び端末機器等） 

・ソフト開発及び利用状況分析は、東京大学で卒論データに利用 

(2)運行概要 

・利用者 ：玉城町民で登録者（ふるさと納税者、福祉事業賛助会員も利用可能） 

・運行時間：９時から17時 

・予約時間：当日30分前から２週間先まで、10回まで予約可能 

・運行日 ：毎日（年末年始のみ運休） 

・運行方法：バス停留所（現在：201箇所：停留所ポスト無）、自治会要望で増加中（個人要望は認めない） 

・運行車両：通常日３台（リース）、水曜日２台、土日祝日１台 

・運行体制：オペレーター２名、ドライバー６名（他バス事業等と兼務） 

・料 金 ：無料 

・予約方法：電話（土日祝日休み）、インターネット、独自アプリ搭載のスマートフォン、端末タッチパネル

（町内44箇所）、スマートフォンを希望者に配布（40名） 

・運行経路：ドライバー判断に任せている 

５．福祉バス： 

・保健福祉会館と伊勢市小俣図書館を結ぶ福祉バス（乗車無料）の運行委託 

・子どもから高齢者の方まで乗車できる 

玉城町「元気バス」の現状 

(1)利用状況 

・登録者数：約1,718人（H31.3末現在） 

     （内訳 女性：31.3％、男性：68.7％、65歳以上：73.3％、75歳以上：61％） 

・利用者数：月平均2,000人程度（運行開始時と変わらない） 

・予約方法：98％が電話予約 

(2)実証実験からの評価（継続運行理由） 

・外来医療費の削減：１人当たり平均約21,000円/年 

・現在の年運営費約2,100万円に対し、高齢者(544人)の年間医療費削減額は約1,100万円程度 

・収支的にはオンデマンド交通はタクシーより優位、町コミュニティバスよりわずかに優位 

・外出支援の観点からは、コミュニティバスの削減額はオンデマンド交通より低い 

・その他の便益も加えた場合、オンデマンド交通がさらに優位になる可能性あり 

⇒ コミュニティバスからオンデマンド交通への切り替えは、玉城町においては有効であった。 
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質疑応答（１／２） 

Ｑ：フルデマンド（ドアツードア）の要望はありませんか？ 

Ａ：要望はあるが、町内のタクシー会社との共存を図るためドアツードア対応はしない方針である。 

Ｑ：既存の公共交通との棲み分け（調整）はどのように対応しましたか？ 

Ａ：福祉施策として実施しているので特に指導等は無かった。事前協議して実施した。 

Ｑ：システム（コンビニクル）対応について、職員対応、若しくは委託をしていますか？ 

Ａ：町から社会福祉協議会に委託、社会福祉協議会から東京大学に年１８０万円で委託している。 

Ｑ：独自アプリについて、アプリ作成費、土日祝日の予約はアプリのみで対応ですか？ 

Ａ：アプリ作成費は約３５０万円と聞いている。土日祝日は電話以外で対応している。 

Ｑ：現況について利用者の方からの評価は良いですか？ 

Ａ：良いと思っている。利用者アンケートでは無料運行の評価が高い。 

Ｑ：現況について住民からの新たな要望はでませんか？ 

Ａ：時間によっては予約が取れないのでバスの増便要望はあるがコスト面から無理な現状。 

町外（伊勢日赤病院等）への運行要望があり、伊勢市境スーパーでの伊勢市コミバスへの乗り継ぎを検討

中ではあるが、ＪＲ・民間バスへの影響、伊勢市コミバスが有料である等の課題がある。 

Ｑ：運転免許証の自主返納者への支援はありますか？ 

Ａ：申請時の送迎支援、認知症支援者の同乗も含め実施しており、現在までに13名の利用あり。 

Ｑ：デマンド交通導入に関し、何かアドバイスはありませんか？ 

Ａ：地元の交通機関との共存を考える、町内タクシー会社への委託、委託ができない時は利用制限を検討して

はどうか。 

現在、玉城町では登録後に元気バスを利用していない方へのアンケートを実施している。 

Ｑ：ご担当者様のご苦労されたことはどのようなことですか？ 

Ａ：常に費用対効果を問われることで、一人当たりは高いことは認識している。福祉事業として実施している

旨の理解を求めている。 

また、「高齢者のみまもり」「免許証返納者支援」「外出支援」等の効果があることを周知している。 

Ｑ：町の公共交通は何がありますか？ 

Ａ：ＪＲ、三重交通、タクシー会社。民間バスには年間150万円程度町から補助している。 

Ｑ：バス停留所の設置はどのようにして決めていますか？ 

Ａ：停留所は年間５～６箇所増えている。自治会からの要望のみで個人の要望は受け付けていない。 

要望箇所については、乗降時の安全確認をしている。 

現地での停留所設置はせず、Ｗｅｂ上のみで表示しているので、停留所の増減は比較的簡単である。 

Ｑ：タクシーとの棲み分けはどのようにしていますか？ 

Ａ：タクシー利用は、元気バス運行時間外の通勤、通学等に多い。 

Ｑ：ドアツードアでしか外出できない方の支援はありますか？ 

Ａ：高齢者の日常をある程度把握している社協での「みまもり」体制は、民間での実現は難しいと考える。 

実費での運行であり民業を圧迫しない。民間だと利益も必要なので1.5倍程度は増額するのではないか。 

Ｑ：受益者負担は考えないのですか？ 

Ａ：コミュニティバス運行時から無料となっている。受益者負担の意見もあるが、アンケートで有料にすると

利用しないとの意見も多くあり、実証実験での効果検証結果から、有料化すると外出しなくなり不健康を

招くことを懸念している。 

Ｑ：公共交通の延長線上にデマンド交通はないのですか？ 

Ａ：民間でやればできる。契約の問題ではないか。 

Ｑ：ドアツードア希望者への協力体制はどうですか？ 

Ａ：介護福祉では福祉有償運送などもある。グレーゾーンの方については課内では「元気バス運行」と「タク

シー券発行」の意見もある。他組織との連携を優先的に考えたい。 

Ｑ：介護保険等への影響はありますか？ 

Ａ：要介護の方が要支援になるなど、介護保険利用が減ったことは聞いている。 

Ｑ：白ナンバー運行に対する関係機関からの指導はありましたか？ 

Ａ：交通機関との協議のみで、特に指導は無かった。 
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質疑応答（２／２） 

Ｑ：現在の運行経費等はどうなっていますか？ 

Ａ：経費は、社協職員の人件費のアップと消費税増加等で年間2,000万円強となっている。 

運転手は６名（大型免許４名、普通免許２名）、他の事業委託との兼務である。 

Ｑ：運行台数３台の根拠は何ですか？ 

Ａ：実証実験の結果等から決めている。 

Ｑ：社会福祉協議会の経営状況等は如何ですか？ 

Ａ：収益は悪化している。町長が社協会長も兼ねているので状況は認識している。 

買い物難民については、移動販売車との協働を計画しており停車場所を検討中。 

Ｑ：出かけさせるきっかけづくりの方策はしていますか？ 

Ａ：高齢者のたのしみ方が多様化している。町内に温泉施設や社協内の喫茶コーナーなどもあるが、特に仕掛

けなどはしていない。コミュニティが成立する場所づくりが大事ではないかと考えている。 

Ｑ：車両乗降時の支援はありますか？ 

Ａ：ハイエースは乗降用ステップがある。また、運転手が乗降時の介助をしている。 

Ｑ：子供利用時の仕様はどうなっていますか？ 

Ａ：普通の自動車と同じ。首がすわることが前提でチャイルドシートは１車両に１基積んでいる。 

Ｑ：白ナンバー運行について、事故対応はどのようにしていますか？ 

Ａ：事故は問題と認識している。安全運転が第一。通常の保険に乗降時の保険を追加している。 

補償等が大変な場合は町に依頼するしかない。 

Ｑ：停留所が増えると運行時間、待ち時間が長くなるのですか？ 

Ａ：運行ゆとり時間の１０分は不変で、ドライバー数に限りがあるので、予約便満席の場合は次便利用となる。 

 

以 上  

  

平成31（令和１）年度 第２回地域公共交通会議



- 28 - 

視察状況写真 

 

■協議状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■オペレーター室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■元気バス（９人乗り・乗降ステップ有り） 
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《議案第１号》

平成２９年度　平群町地域公共交通会議　事業計画（案）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

平群町地域公共交通会議 2回

1回

1回

改善検討・関係機関協議等

令和３年
備考

利用状況データとりまとめ

視察研修実施

公共交通イベント実施
　・無料乗車日設定予定

新たな交通手段の導入検討

令和２年

資料－５

令和２年度 平群町地域公共交通会議 事業計画（案）

意向アンケート票

配布・回収・集計

導入実施要領策定導入実施案作成
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≪議案第２号≫

（単位：円）

款 項 目 予算 説明

１　負担金 １　負担金 １　負担金 1,000,000 平群町負担金

２　補助金 １　補助金 １　補助金 0 国、県からの補助金

３　繰越金 １　繰越金 １　繰越金 718,083 前年度からの繰越金（見込）

４　諸収入 １　諸収入 １　諸収入 917 預金利子等

合　計 1,719,000

（単位：円）

款 項 目 予算 説明

１　会議費 １　会議費 100,000 会議運営費

２　事務費 １　事務費 100,000 研修費等

２　事業費 １　事業費 １　事業費 1,500,000 事業費及事業検証費

３　予備費 １　予備費 １　予備費 19,000 予備費

合　計 1,719,000

１　運営費

歳　入

歳　出

令和２年度 平群町地域公共交通会議予算（案）

資料－６
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平群町における新たな交通手段導入検討のためのアンケート調査票（案） 

アンケート調査票は、裏面に続きます 

- 1 - - 4 - 

 

 

●利用者の「デマンド（要求、需要、ニーズ）」に合わせて運行する形態の交通を意味し、

一般的には、利用者からの事前予約に応じて運行するサービス形態の総称のことです。 

●デマンド型交通には、ルート、ダイヤ、発着地の自由度等の組み合わせにより、

さまざまな運行サービス形態があります。 

【利用者の主なメリット・デメリット】 

主なメリット 主なデメリット 

タクシーのように自宅付近から目的地周辺

（買い物や病院）まで行くことができる。 

利用する場合、事前予約やキャンセルの連絡

が必要となる。 

乗合いなので、タクシーにくらべ利用者の負

担額は少ない。 

乗合いのため、時間の融通が利かない。また、

他人との相乗りに抵抗感が生じることがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■アンケートに関するご質問等は、下記までお問合せください。 

平群町地域公共交通会議事務局（平群町 総務防災課） 

ＴＥＬ：０７４５－４５－１００１ 

ＦＡＸ：０７４５－４５－６６１９ 

 

 

日頃は、平群町の交通事業に格別のご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

本町では、近鉄生駒線の４駅を中心に、民間のエヌシーバスと町が運行するコミュニティ

バス（長屋くん号・左近くん号）が運行されております。 

一方で、既存のバス停留所までの移動が困難とのご意見を町民の多数の方からいただいて

おり、本町の公共交通を考えるうえでも、高齢化への対応は急務となっております。 

そのため、町内での移動が困難な方のための、新たな交通手段の導入について検討を進め

てまいりました。 

つきましては、デマンド型交通の導入検討の参考とするため、町内にお住まいの「６５歳

以上」の皆様のご意見をお尋ねしたく、アンケート調査を実施することといたしました。 

ご多用のところ誠に恐縮に存じますが、アンケート調査の趣旨をご理解の上、ご協力くだ

さるようお願い申し上げます。 

令和２年４月 

平群町地域公共交通会議会長 西脇 洋貴 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※調査の実施（配布・回収・分析）は、下記の業者に委託しております。 

国際航業株式会社 西日本地域マネジメントグループ 担当：平賀 藤﨑 

TEL：06-6487-1285  FAX：06-6487-1370 

 

 

 

問１－１ あなたの性別について教えてください。 

１．男          ２．女 

問１－２ あなたの年齢について教えてください。 

１．６５～７０歳     ２．７１～７５歳     ３．７６～８０歳 

４．８１～８５歳     ５．８６～９０歳     ６．９０歳以上 

 

問１ あなた自身のことについてお聞きします 

● デマンド型交通（予約制乗合タクシー）についての説明は４ページに記載しており

ます。内容をご理解のうえ、アンケートにお進みください。 

● 当てはまる番号を○で囲み、（    ）内には記述でそれぞれ回答してください。 

● アンケート調査票は全て統計的に処理いたしますので、個人を特定することはご

ざいません。 

● ご記入が終わりましたら、調査票を返信用封筒に入れてください。（封筒に名前を

記入していただく必要はありません。） 

● アンケート調査票を入れた返信用封筒を、４月３０日（木）までに投函してくだ

さるようお願いいたします。 

ご回答に当たってのお願い 

■デマンド型交通（予約制乗合タクシー）とは 

【予約制乗合タクシーのイメージ】 

ここからアンケート調査票 
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問１－３ あなたのお住まいはどちらですか。（自治会名または大字をご記入ください） 

（                                     ） 

問１－４ あなたの家族構成について教えてください。 

ご自身を含めて （           ）人家族 

問1－５ 日常の外出頻度について、当てはまる番号に１つだけ○を付けてください。 

１．週に数日外出している ２．週１日程度外出している 

３．月に２～３日程度外出している ４．月に１日程度外出している 

５．年に数日程度外出している ６．ほとんど外出しない 

７．その他（                                ） 

問１－６ 外出されるときに利用している交通手段について教えてください。 

１．町コミュニティバス ２．路線バス（エヌシーバス） 

３．自分で運転する車 ４．人に乗せてもらう車 

５．電車（近鉄線） ６．タクシー 

７．原付・バイク ８．自転車 

９．徒歩 10．その他（             ） 

問１－７ 平群町では今後、公共交通機関等を利用した健康づくりを目指しており、高齢者

の外出機会を増やすなどして、フレイル（※）対策を進めていきます。 

（フレイル状態を早期に把握し、改善を図るための「フレイル健診」が、来年度から全

国の自治体で実施されます。） 

簡単なフレイルチェック表を下記に用意しましたので、ご記入をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※フレイル・・筋力などの身体機能が低下し、心身ともに弱ってきた状態を指す。介護

が必要となる手前の段階。７５歳以上で大きく増え、全国で３５０万人

の高齢者があてはまると推計される 

 

 

問２－１ 平群町内でのデマンド型交通の導入について、当てはまる番号に１つだけ○を付けてください。 

１．導入してほしい（導入された場合、利用する） 問２－２へ 

２．導入する必要はない（導入された場合においても、利用しない） 問２－３へ 

３．どちらともいえない 

４．その他（                          ） 

＜問２－１で「１．導入してほしい（導入された場合、利用する）」と回答された方にお尋ねします。＞ 

問２－２ デマンド型交通を「どれくらいの頻度で」利用して、「何曜日に」「何時に」「主に

どこに」「どんな目的で」「いくらなら」行くと思いますか。 

頻    度 

１．週５回以上利用する 

２．週に２～４回程度利用する 

３．週に１回程度利用する 

４．月に２～３回以下の頻度で利用する 

利用したい曜日（○印） １．月 ２．火 ３．水 ４．木 ５．金 ６．土 ７．日 

行きに利用したい時間帯 （           ）時頃（目的地への到着時刻） 

帰りに利用したい時間帯 （           ）時頃（自宅付近への到着時刻） 

主な目的地 （                           ） 

主な目的地への移動目的 
１．買い物 ２．通院 ３．レクリエーション ４．会合 

５．その他（                      ） 

１回の利用料金の設定 
１．３００円   ２．４００円   ３．５００円 

４．その他（                      ） 

＜問２－１で「２．導入する必要がない」と回答された方にお尋ねします。＞ 

問２－３ 「導入する必要はない（導入された場合においても、利用しない）」とする主な理

由として、当てはまる番号に○を付けてください（複数回答可）。 

１．現行の路線バスやコミュニティバスのままでよいと思うから 

２．運行本数や運行ルートなど、現行の路線バスやコミュニティバスの改善を図ればよいと思うから 

３．現在、路線バスやコミュニティバスを利用しておらず、これからも利用する予定がないから 

４．デマンド型交通は事前予約が手間であると思うから 

５．他人と相乗りとなった場合、時間に融通がきかなくなると思うから 

６．他人と相乗りすることに抵抗感があるから 

７．タクシー運賃補助の導入を検討したほうがよいと思うから 

８．その他（                                  ） 

 

 

 

新たな移動支援策について、また、平群町の公共交通についてご意見がありましたらご記入ください。 

 

 

 

 

 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

ご記入済のアンケート調査票は、返信用封筒に入れて、４月３０日（木）までに、投函してく

ださい。切手は不要です。 

問２ デマンド型交通（予約制乗合タクシー）の導入についてお聞きします 

問３ その他ご意見 

◆フレイルチェック表（５項目）

問 質 問 内 容

１ 半年間で２～３キロ以上の体重減少があった はい いいえ

２ 以前より歩く速さが遅くなった はい いいえ

３ ウォーキングなどの運動を週１回以上している はい いいえ

４ ５分前のことを思い出せる はい いいえ

５ （ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする はい いいえ

回 答

平成31（令和１）年度 第２回地域公共交通会議
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問１－３ あなたのお住まいはどちらですか。（自治会名または大字をご記入ください） 

（                                     ） 

問１－４ あなたの家族構成について教えてください。 

ご自身を含めて （           ）人家族 

問1－５ 日常の外出頻度について、当てはまる番号に１つだけ○を付けてください。 

１．週に数日外出している ２．週１日程度外出している 

３．月に２～３日程度外出している ４．月に１日程度外出している 

５．年に数日程度外出している ６．ほとんど外出しない 

７．その他（                                ） 

問１－６ 外出されるときに利用している交通手段について教えてください。 

１．町コミュニティバス ２．路線バス（エヌシーバス） 

３．自分で運転する車 ４．人に乗せてもらう車 

５．電車（近鉄線） ６．タクシー 

７．原付・バイク ８．自転車 

９．徒歩 10．その他（             ） 

問１－７ 平群町では今後、公共交通機関等を利用した健康づくりを目指しており、高齢者

の外出機会を増やすなどして、フレイル（※）対策を進めていきます。 

（フレイル状態を早期に把握し、改善を図るための「フレイル健診」が、来年度から全

国の自治体で実施されます。） 

簡単なフレイルチェック表を下記に用意しましたので、ご記入をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※フレイル・・筋力などの身体機能が低下し、心身ともに弱ってきた状態を指す。介護

が必要となる手前の段階。７５歳以上で大きく増え、全国で３５０万人

の高齢者があてはまると推計される 

 

 

問２－１ 平群町内でのデマンド型交通の導入について、当てはまる番号に１つだけ○を付けてください。 

１．導入してほしい（導入された場合、利用する） 問２－２へ 

２．導入する必要はない（導入された場合においても、利用しない） 問２－３へ 

３．どちらともいえない 

４．その他（                          ） 

＜問２－１で「１．導入してほしい（導入された場合、利用する）」と回答された方にお尋ねします。＞ 

問２－２ デマンド型交通を「どれくらいの頻度で」利用して、「何曜日に」「何時に」「主に

どこに」「どんな目的で」「いくらなら」行くと思いますか。 

頻    度 

１．週５回以上利用する 

２．週に２～４回程度利用する 

３．週に１回程度利用する 

４．月に２～３回以下の頻度で利用する 

利用したい曜日（○印） １．月 ２．火 ３．水 ４．木 ５．金 ６．土 ７．日 

行きに利用したい時間帯 （           ）時頃（目的地への到着時刻） 

帰りに利用したい時間帯 （           ）時頃（自宅付近への到着時刻） 

主な目的地 （                           ） 

主な目的地への移動目的 
１．買い物 ２．通院 ３．レクリエーション ４．会合 

５．その他（                      ） 

１回の利用料金の設定 
１．３００円   ２．４００円   ３．５００円 

４．その他（                      ） 

＜問２－１で「２．導入する必要がない」と回答された方にお尋ねします。＞ 

問２－３ 「導入する必要はない（導入された場合においても、利用しない）」とする主な理

由として、当てはまる番号に○を付けてください（複数回答可）。 

１．現行の路線バスやコミュニティバスのままでよいと思うから 

２．運行本数や運行ルートなど、現行の路線バスやコミュニティバスの改善を図ればよいと思うから 

３．現在、路線バスやコミュニティバスを利用しておらず、これからも利用する予定がないから 

４．デマンド型交通は事前予約が手間であると思うから 

５．他人と相乗りとなった場合、時間に融通がきかなくなると思うから 

６．他人と相乗りすることに抵抗感があるから 

７．タクシー運賃補助の導入を検討したほうがよいと思うから 

８．その他（                                  ） 

 

 

 

新たな移動支援策について、また、平群町の公共交通についてご意見がありましたらご記入ください。 

 

 

 

 

 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

ご記入済のアンケート調査票は、返信用封筒に入れて、４月３０日（木）までに、投函してく

ださい。切手は不要です。 

問２ デマンド型交通（予約制乗合タクシー）の導入についてお聞きします 

問３ その他ご意見 

◆フレイルチェック表（５項目）

問 質 問 内 容

１ 半年間で２～３キロ以上の体重減少があった はい いいえ

２ 以前より歩く速さが遅くなった はい いいえ

３ ウォーキングなどの運動を週１回以上している はい いいえ

４ ５分前のことを思い出せる はい いいえ

５ （ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする はい いいえ

回 答

平成31（令和１）年度 第２回地域公共交通会議



 

 

平群町における新たな交通手段導入検討のためのアンケート調査票（案） 

アンケート調査票は、裏面に続きます 

- 1 - - 4 - 

 

 

●利用者の「デマンド（要求、需要、ニーズ）」に合わせて運行する形態の交通を意味し、

一般的には、利用者からの事前予約に応じて運行するサービス形態の総称のことです。 

●デマンド型交通には、ルート、ダイヤ、発着地の自由度等の組み合わせにより、

さまざまな運行サービス形態があります。 

【利用者の主なメリット・デメリット】 

主なメリット 主なデメリット 

タクシーのように自宅付近から目的地周辺

（買い物や病院）まで行くことができる。 

利用する場合、事前予約やキャンセルの連絡

が必要となる。 

乗合いなので、タクシーにくらべ利用者の負

担額は少ない。 

乗合いのため、時間の融通が利かない。また、

他人との相乗りに抵抗感が生じることがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■アンケートに関するご質問等は、下記までお問合せください。 

平群町地域公共交通会議事務局（平群町 総務防災課） 

ＴＥＬ：０７４５－４５－１００１ 

ＦＡＸ：０７４５－４５－６６１９ 

 

 

日頃は、平群町の交通事業に格別のご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

本町では、近鉄生駒線の４駅を中心に、民間のエヌシーバスと町が運行するコミュニティ

バス（長屋くん号・左近くん号）が運行されております。 

一方で、既存のバス停留所までの移動が困難とのご意見を町民の多数の方からいただいて

おり、本町の公共交通を考えるうえでも、高齢化への対応は急務となっております。 

そのため、町内での移動が困難な方のための、新たな交通手段の導入について検討を進め

てまいりました。 

つきましては、デマンド型交通の導入検討の参考とするため、町内にお住まいの「６５歳

以上」の皆様のご意見をお尋ねしたく、アンケート調査を実施することといたしました。 

ご多用のところ誠に恐縮に存じますが、アンケート調査の趣旨をご理解の上、ご協力くだ

さるようお願い申し上げます。 

令和２年４月 

平群町地域公共交通会議会長 西脇 洋貴 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※調査の実施（配布・回収・分析）は、下記の業者に委託しております。 

国際航業株式会社 西日本地域マネジメントグループ 担当：平賀 藤﨑 

TEL：06-6487-1285  FAX：06-6487-1370 

 

 

 

問１－１ あなたの性別について教えてください。 

１．男          ２．女 

問１－２ あなたの年齢について教えてください。 

１．６５～７０歳     ２．７１～７５歳     ３．７６～８０歳 

４．８１～８５歳     ５．８６～９０歳     ６．９０歳以上 

 

問１ あなた自身のことについてお聞きします 

● デマンド型交通（予約制乗合タクシー）についての説明は４ページに記載しており

ます。内容をご理解のうえ、アンケートにお進みください。 

● 当てはまる番号を○で囲み、（    ）内には記述でそれぞれ回答してください。 

● アンケート調査票は全て統計的に処理いたしますので、個人を特定することはご

ざいません。 

● ご記入が終わりましたら、調査票を返信用封筒に入れてください。（封筒に名前を

記入していただく必要はありません。） 

● アンケート調査票を入れた返信用封筒を、４月３０日（木）までに投函してくだ

さるようお願いいたします。 

ご回答に当たってのお願い 

■デマンド型交通（予約制乗合タクシー）とは 

【予約制乗合タクシーのイメージ】 

ここからアンケート調査票 
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